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みんなの力で国体成功〃
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いよいよ夏本番です。涼を求めて湧水 トンネル

公園には、たくさんの方々が訪れています。

七夕まつりでは、園児から中学生まで 160名
の子どもたちが元気にヤマメのつかみ取りに挑

戦。さすがに水源地の水ということでヤマメも元

気よく、最後まで一匹も採れない子どもたちも多

数。主催の森の風事業組合のお兄さんたちに網で

採つてもらつていました。

また、今年 3月に完成したトンネル内のウォー

ターパールには、不思議そうに水の球体をながめ

る人たちで一杯です。

町
民
憲
章

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5,スボーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

高森町のみなさんこんにちは!私の名前はギャレット・フランズです。

私は米国モンタナ州のヘレナ市で生まれ育ちました。ヘレナ市のキヤロ

ル大学で英語を専攻し、卒業後熊本市内の英会話学校で一年半教えてい

ました。1996年 ワシントン州シアトル市に移り、学校で英語を教え、
その後、今年の 6月 まで 1年間、ワシントン州スポーケンの大学院で学び

ながら、大学生に英作文を教えていました。大学院生時代は楽しかつたの

ですが、いつも日本にまた行つて何かをしたいと思つていましたので、

日本行きが決まると大変嬉しくなりました。それは、阿蘇を訪れたとき

の素晴らしい思い出があったからです。たぶん阿蘇の山々が、ふるさと

のモンタナ州によく似ているからだと思います。

最初に高森に来た週は、高森の人たち (役場、ショッピングセンター、

弁当屋さん、給油所等)がたいへん親切で私のまごつく日本語に辛抱し

てくれました。私は、高森中、高森東中、草部中の生徒たちと話しができ

ることをたいへん楽しみにしています。既に何人かの生徒たちと私の家

の前の芝生で話をしたいへん楽しかったです。生徒や地域に早く溶け込

み、いろんなことに取り組みたいと思います。

私は、高森に来たことをたいへん嬉しく誇りに思います。私を高森に

招いてくれてありがとうございます。

AET

ギャレット・フランズ

a ●

」
"L ,
°
‐

ぞ|ようしく

(英語指導助手)

(1972年生まれ)
趣味。特技

◆空手 (二段)

◆小説を薔くこと

◆絵を描くこと

ギヤレット先生

七
月
二
十
四
日
、
阿
蘇
南
農
協

野
尻
野
菜
集
荷
所
で
第

一
回
標
高

七
〇
Ｏ

ｍ
納
涼
祭
が
開
催
さ
れ
、

野
尻
地
区
に
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
集
い
、
夜
市
や
肝
だ
め
し
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

活
性
化
を
目
指
し
、
実
行
委
員
会

（
野
尻
侃
子
代
表
）
が
企
画
し
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。
隣
町
の
五

カ
所
子
ど
も
神
楽
や
バ
ン
ド
演

奏
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
（詳
し
く
は
来
月
号
）

地
域
に
活
ノ

標
高
七
〇
〇
ｍ
納
涼
祭
盛
大
に
開
催

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
地
域
も
最
高
潮
ノ
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(ジ 1感量雪言
森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

多くの子どもたちで賑わう
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お知らせのベージ
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19996月 受付分 敬称略

赤ちゃん
たんじょう
佐藤 末衣ちゃん
(_上イI:)  526生

後藤菜々美ちゃん

(横町) 526生

藤本 優心ちゃん
(上在) 529生

赤本  愛ちゃん
(大切畑 ) 5.29′ 11
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おくやみ
もうしあげます
住 所 御 遺 族 続柄 死 亡 者 輪

富 園 熊谷 欣 r 人 熊谷 ,iて 人 67
L 町 中村知佐 子 夫 ||い1  1:1 78
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人口の動 き

(6月 末日現在 )
世帯数 2,611( 3)
男   3,809 (- 7)
女  4,118(2)
糸£: 委支 7,927 (- 5)

善 童 の 灯
ありがとうございました (敬称略 )

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉熊谷欣子

〈一般寄付〉文化協会絵画部上曜会

■広報送料寄付

後藤つみ子 (長陽村 )

入 札 結 果 6,000,000円以上)
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心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児
童
委
員

の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

草
部
地
区

■
と
　
き
　
八
月
十
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

八
月
二
十

一
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
九
月
七
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

８
月
８
日

立

野

病

院

ａ
③
‐０
１
１
１

８
月
１５
日

藤

本

医

院

ａ
⑦
‐０
０
２
０

８
月
２２
Ｈ
　
平

田

医

院

公
②
‐０
２
１
６

８
月
２９
日
　
馬
原
内
科
医
院

奮
②
‐０
６
４
６

９
月
５
日

立

野

病

院

雪
③
‐０
１
１
１

９
月
１２
Ｈ

中

村

医

院

ａ
⑦
‐２
３
３
３

９
月
１５
日

立

野

病

院

雪
③
‐０
１
１
１

９
月
１９
日

寺

崎

医

院

容
②
‐０
３
７
８

９
月
２３
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

公
②
‐３
３
５
１

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
八
月
二
十
七
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

八
月
十
四
日

（土
）
の
収
集
業
務
は
お
休
み
で
す
。

持
ち
込
み
は
平
常
ど
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。
午
前
九
時
か
ら
午
前
十

一
時
ま
で
で
す
。

見
学
者

な
ん
こ

一
万
三
千
人

七
月
三
日
か
ら
七

日
ま

で
の
五

日
間

に
わ
た

つ
て

「
高
森
湧
水
ト

ン
ネ

ル
七
夕
ま

つ
り
」

が
高
森
湧

水
ト

ン
ネ

ル
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
見
学
者

は
、
何
と
五
日
間

で

一
万
三
千
人
。

こ
れ
は
七
夕

に
あ
わ

せ
高
森
ト

ン
ネ

ル
を
有
効

に
利
用
し
よ
う
と

行

わ

れ

て
お
り
今

回

で
四
回

目

。

町
民

の
皆

さ
ん

に
さ
れ

い
で
冷
涼

な
高
森

の
水
資
源

や
自
然

の
大
切

さ
を
見
直

し
、
高
森

の
自
然

に
誇

り
を
も

つ
て
も
ら

い
、
ま
た
町
外

の
方

々
に
も

「
自
川
源
流
地
た

か

も
り
」

の
豊

か
な
水
資
源
を

Ｐ
Ｒ

し
、
自
然
を
守

る
必
要
性
を
広
く

訴
え

る

こ
と
を
目
的
と

し
た
も

の

で
す
。
ト

ン
ネ

ル
の
内
部

に
は
五
メ
ー

ト

ル
も
あ

る
大
き
な
七
夕
飾

り
が

七
十
五
基
も
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち

は
ひ
と

つ
ひ
と

つ
念
入
り

に

眺
め
な

が
ら
、
日
頃
見
慣
れ
な

い

ト

ン
ネ

ル
内
部

や
湧
水
館

で
の
七

夕
習
字
展

の
鑑
賞
、
ま
た
、
森

の

風
事
業
組
合

の
ヤ

マ
メ

の
つ
か
み

取
り
大
会
、
奥
阿
蘇
物
産
館

や
高

森
寮

、

ベ
ン
シ

ヨ
ン
村

か
ら

の
出

店
も
あ
り
、
夜
市
気
分

で
の
ん

び

り
と
涼

し
さ
を
満
喫

し
な

が
ら
す

ご
し
て
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
　
　
け

ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
の
七
夕
ま

つ
り
に
、
た
く

さ
ん
の
皆
様

の
ご
協
力
を

い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
ふ

れ
あ
い
と
出
会
い
の
場
、
そ
し
て

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
来
年
度
も

益
々
発
展
さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

七
夕
飾
り
を
出
展

い
た
だ
い
た
方
々
（順
不
同
）

高
森
保
育
日
、
高
森
幼
稚
園
、
色
見

保
育
日
、
卓
部

二
早
部
北
部
保
育
園

合
同
、
野
尻

・河
原
保
育
園
合
同
、

高
森
小
学
校
（２
基
）、色
見
小
学
校
、

上
色
見
小
学
校
車
部
南
部
小
学
校
、

高
森
東
小
学
校
、
高
森
中
学
校
、
草

部
中
学
校
、
高
森
東
中
学
校
、
高
森

高
等
学
校
、
上
在
子
ど
も
学
習
会
、

梅
香
苑
、
高
森
寮
、
熊
本
県
信
用
組

合
高
森
支
店
、
肥
後
銀
行
高
森
支

店
、
ひ
ゆ
が
や
、
高
森
町
観
光
協

会
、
高
森
警
察
署
、
岩
下
り
ん
ど
う

園
、
藤
本
組
、
た
か
も
り
花
高
原
、

青
山
製
作
所
、
早
川
製
作
所
、
伊
澤

製
作
所
、
は
な
し

の
ぶ
高
原

ベ
ン

シ
ヨ
ン
村
、
嶋
田
電
工
社
、
高
森
郵

丼都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

毎月第 3水曜日は休館日

襴
鼈
集後記

先
日
、
青
年
団
時
代
か
ら
の
先
輩
が

「
農
村
交
流
会
に
参
加
し
と

っ
た
人
た

ち
と
キ
ヤ
ン
プ
ば
す
る
け
ん
お
前
も

一

緒
に
か
た
ら
ん
か
い
。
」
と
の
誘
い
が

あ
り
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
場
所
は
隣

町
の
キ
ヤ
ン
プ
場
。
参
加
し
た
の
は
交

流
会
に
参
加
さ
れ
て
た
福
岡
の
女
性
と

そ
の
友
達
の
四
名
と
町
内
の
青
年

（
一

部
壮
年
）
た
ち
の
計
九
名
、
夜
中
に
は

四
名
の
応
援
組
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

雨
を
心
配
し
な
が
ら
何
と
か
無
事
に
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
済
ま
せ
、
バ
ン
ガ
ロ
ー

で
早
朝
ま
で
ワ
イ
ワ
イ
が
や
が
や
本
当

に
青
年
時
代
に
帰

っ
た
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。

女
性
は
女
性
、
男
性
に
は
男
性
の
す

べ
き
事
が
あ
る
の
で
は
。
こ
の
キ
ヤ
ン

プ
に
参
加
さ
れ
て
い
た
女
性
の
方
は
実

に
素
晴
ら
し
い
方
々
で
何
か
と
気
が
利

き
、
て
き
ぱ
き
と
物
事
を
片
付
け
ら
れ
、

男
性
陣
の
優
し
さ
も
随
所
に
見
受
け
ら

れ
感
心
し
ま
し
た
。
回
は
悪
い
が
心
は

優
し
い
人
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
友
達
の
輸

が
広
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

阿
蘇
の
良
さ
、
高
森
の
良
さ
を
地
元

の
青
年
た
ち
に
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た

交
流
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。田
浩

工  事  名 工  期 請負金額(円 ) 請 負 者
蔵地地区簡易水道新設工事 (i工区) 11.77～ 12.lβ l 45,402,000 (株)藤本組

蔵地地区簡易水道新設工事 (2工区) 11.7/7～ 12.1/31 29,515,500 (株 )ひゆがや

蔵地地区簡易水道新設工事 (3工区) 11.77～ 121/31 22,0231330 (株 )昭電社

中島・赤羽根線道路改良工事 11″ 2～ 1111/19 37,527,000 (有 )古澤建設

大村・前原線排水処理工事 il″ 2～ 11.li/5 11,550:000 (資 )池田建設

中国・老良原線道路拡幅工事 11″ 2～ li.10/1 6,100,500 (有 )後藤建設

掛干線側溝改修工事 11.7/22～ 11.lγ15 6,090,000 (資)松田興業

中学校線側溝改修工事 li.ψ 2～ 11.11/1 13,219,500 (有 )興侶建設

下町・昭和1号線歩道改修工事 il″ 2～ 11.1曖 5 9,240,000 帖)草村道路建設

社倉・蔵地線3工区道路改良工事 117/26～ 12.´ 3 95,550,000 (株 )草村企業

社倉・水迫線道路改良工事 11.7/23～ 12.lβ l 40,393,500 (株)藤本組

祭場・戸細線道路改良工事 11″ 3～ 12.lβ l 35,9831500 (資 )石原建設

大切畑・下切線道路改良工事 11″ 3～11120 23,310,000 (有 )佐藤建設

高森温泉館貯湯槽増設工事 11.75～

'1.725

7,875,000 熊本利水工業(株 )

場合は開館して次の日
(19) 今度の温泉館休館日 8月 18日 /9月 16日

住古貴美香ちゃん
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6.10

614

,|

・ till曇妻=  ‐..  ・ |‐

‖
●

■
ｍ
ず

●
●

薗
□
圏
圏
■
■
■
田
■
■
■

中

■
〓
一
　

　

‥
　

　

―
●

●
●

嚢
一一一一一一一一・一一一一一一一一一〓
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一
豪奎
，
■
■
●
ｆ
二
■
■
●

- -a/itr.'i,
●
■■′

■
れ
1「■‐

』
||れ
‐."

嗣
言
爵
量
二
警
ま
１

■
ふ
＝
櫃
情
冊

叫

雌

Ｆ
伽
翻
國
＝
け●
“



お知らせのベージ

平成11年度高森

受け取りく

受験手続

■職  種
■勤務先及

■受験資格

ださい。

きなど、試験の詳し

一般事務

び職務内容 長部局又

1.日召和45年 4月 211か ら昭和57年 4月 1日 までに生まれた者。

2.次のひとつに該当する者は受験できません。
ア、日本国籍を有しない者。 イ、禁治産者及び準禁治 禁こ以 11の刑に処せられ、執行を

として懲戒免職の処分をはその執行を受けることがなくなるまでの

分の日から2年を経過しない者。 オ、日 ll以後において、 |1本国憲法

団体を結成 し、又はこれに加した政府を暴力で破壊することを

・場所・試験の内容

平成11年 9月 19日 (日 )午前8時 30分から /熊 本県立阿蘇高等学校 (一の宮町)/高 等学校卒業程度
(教養試験 ・適性試験 )

■申込手続き 高森町発行
すること。

取 りの上、必要事項を記入して、下記中込先

■受験受付期間 平成11年 7
郵送の

午前8

のあるものに限り受け付ける。

■問い合わせ・申込先 〒 大字高森2168番地

111(内線 112)

七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

馬
場
竹
材
作

特
選

七
月
三
日
と
四
日
の
七
夕
祭
り

ご
来
場
の
方
々
に
投
票
し
て
も
ら

い
七
夕
飾
リ

コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い

ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
く
、
優
劣

つ
け
が
た
い
と
の
声
も
多
数
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
馬
場
竹
材

の
作
品
が
見
事
特
選
と
な
り
ま
し

た
。馬

場
竹
材
の
作

‐―‐―
は
昨
年
も
竹

材
の
美
し
さ
を
質
素
に
現
し
、
独

特
な
七
夕
飾
り
で
昨
年
の
ア

ア
賞

に
続
く
連
続

の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

相馬助役から特選の賞状を受ける馬場竹材、馬場さん (高森津留)

ロヽ

●  ●

●  ●

特
選
の
馬
場
竹
材
作

（右
）
、
あ
き
缶
や
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
高
森
寮
の
リ
サ
イ
ク
ル

作
品

（下
）
、
こ
の
ほ
か
に
も

「だ
ん
ご
三
兄
弟
」

や
人
が
近
づ
く
と
鳥
の
鳴
き
声
の
す
る
作
品
や

水
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
な
ど
、
年
毎
に
趣

向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
揃
い
見
学
者
は
力
作
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

r■
r可

森
町
肛
域
振
興
券

高
森
町
で
は
前
回
、

の
地
域

お
い
て
交
付
さ
れ
な
か

っ
た
六
十

地
域
振
興
券
一が
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
の
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は

高
森
町
独
自
交
付
の
振
興
券
は
平
成
十

一
年

一
月

一

日
現
在
、
本
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
か
つ
使
用
開
始
日

（平
成
十

一
年
八
月
十
日
）
に
お
い
て
も
住
民
票
を
有

す
る
左
記
に
該
当
す
る
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
（平
成

十

一
年

一
月

一
日
が
基
準
日
で
す
。
）

「
巳
三^
ロ

一
、
六
十
五
歳
以
上

（昭
和
九
年

一
月

一
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方
で
前
回

（二
月
二
十
四
日
交
付
日
）
の
地
域
振
興
券
交
付
に
該
当
し
な
か
っ
た
方

二
、
障
害
基
礎
年
金
等
、
遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
の
方

で
所
得
要
件

に
お
い
て
前
回
交
付
に
該
当
し
な
か

っ
た
方

○
障
害
基
礎
年
金
等
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
三
桁
が

「５
３
５
」
「０
６

２
」
で
所
得
要
件
に
お
い
て
前
同
該
当
し
な
か
っ
た
方

○
遺
族
基
礎
年
金
等
の
年
金
証
書
の
年
金

コ
ー
ド
の
先
頭
が

「
６
４
５
」
「
０
７
２
」

「
０
８
２
」
「
１
０
２
」
で
所
得
要
件
に
お
い
て
前
回
該
当
し
な
か
つ
た
方

詳

し

く

は

役

場

企

画

課

開

発

推

進

係

ＴＥＬ

２

・
１

１

１

１

（
内

線

１

５

９

・
１

６

０

）

使
局
、平
―１１
医
院
、
馬
原
内
科
医
院
、

石
原
建
設
、
阿
蘇
南
農
協
高
森
中

十
時
ま

で
。

九 設 組 高 央

で
す
。

□
皆
様
方
の
ご
要
望
と
く
ま
も
と
未

来
国
体
の
開
催
に
と
も
な
い
、
湧
水

ト
ン
ネ
ル
の
七
夕
飾
り
は
、
十
月
三

十

一
日
ま
で
展
示
致
し
ま
す
。
展
示

期
間
中
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
点
灯
は
九

ウ
オ
ー
タ
ー
パ
ー
ル
は
十
時
か
ら

□
な
お
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
だ
け
で

は
危
険
な
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
人
ら
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
ま
た
、
本
町
で
は
湧
水
ト
ン
ネ
ル

に
限
ら
ず
、
各
種
施
設
に
ち
り
か
ご

を
設
置
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
経
費
を
削
減
し
て
町
の

予
算
を
大
切

に
使
う
た
め

で
す

の
で
、
ゴ
ミ
や
ち
り

は
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
皆
様
方

の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

九
州
電

水
道
事
業
組
合
、
山
見
茶
屋
、

竹
材
、
豊
後
屋
商
店
、
高
森
モ
ー
タ

ー
ス
、高
森
ス
ト
ー
ク
、三
森
建
設
、

高
森
田
楽
村
、南
阿
蘇
鉄
道
、
奥
阿

蘇
物
産
館
、
南
阿
蘇
畜
産
協
同
組

合
、飯
塚
モ
ー
タ
ー
ス
、
福
永
測
量

設
計
、
飯
塚
電
機
工
業
、
高
森
温
泉

館
、
高
森
小
学
校
給
食
共
同
調
理

場
、
高
森
東
中
学
校
給
食
共
同
調

ル
バ
ス
合
同
、そ

―

■

ク

ー

踪

う
せ
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“
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七夕師リコンテスト

投 票 結 果

有 効 票 2931票

特  選  馬場竹材
1  席  飯塚モータース
2 席  はなしのぶ高原

ベンション村

綸 名

|デ=本交

共同調理場

育園

ク

3 席
ク

ク

アイテ
｀
ア賞

梅香苑

高森保

高森幼

高森寮

高森小

力作が揃つた七夕習字展

8/25(水)9/6(月 )9/16(木)9/27(月) 時間10時から15時まで  (18)役場の支払日(3)

E] 圏Ⅲ亜菱コ麗五ヨ試験のお知らせ
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み
た
な
て
臓
口
り
上
げ
よ
う
＝
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秩着手当

児童扶養手当は、がんばるお母さんのサポーター。
「児童扶養手当」は児童扶養手当法に基づいて、次のよう

な場合に家庭生活の安定と自立を援助 し、児童福祉の増進を

図ることを日的として母子家庭などに支給されます。

①受給対象となる児童の範囲は・・・・

●父の死亡や父母の離婚で父と生計を同じくしていない児童。

●未婚の母の児童

●その他いろんな要件により対象となる場合があります。

②手当の額はいくら・・・

児童 1人のときは月額42,130円 、 2人目のときは、5,000円、 3
人以上のときは 1人当た り3,000円 を加算 した額が支給されま

す。ただし、所得による制限があります。次のような場合は

手当は支給されません。

●昭和60年 8月 1日 以降に手当の支給要件に該当してから5年を

経過しても請求しなかった場合。

●児童が父または、母の死亡について支給される公的年金給付

を受けることができる場合及び母または、養育者が、公的年金

給付を受けられる場合。(国民年金法に基づく老齢福祉年金を

除く)

●その他状況により支給されないことがあります。

憲分後には

引揚者の皆様ヘ
税関では戦後、海外から引き揚げられた方々

した通貨や証券類の返還を行っ

が、半数以上はまだ返還の申し出が

されたままになつています。

求がお済みでない方は、早 目

合ヽわせ下さい。

は、引揚者本人のほか、ご家族の

方でもできます。

問い合わせ先 :長崎税関監視部 〒8500%2
長崎市出島町i…36  TEL095-828-8644

通関士試験の

通関士試験は、大蔵省・ 家試

きを験です。通関士は輸出

代理・代行する「通関と

■試験日時   平成11年 10月 17日 (日 )
■試験実施地  熊本市・福岡市
■願書受付期間 平成11年8月 2日 ～8月 16日

2,100円
長崎税関通関業監督官

T[L095-828-8628

コードや配線器具は、使える電気の量にかぎりがあります。

テーブルタップを使つてたこ足配線をしていると、一度にた

くさんの電気が流れ、熱がでて危ないですよ。

電気器具は、コンセントから直接使いましょう。

■問い合わせは

財団法人 九州電気保安協会 TEL 092-711-0056

高岳▲

里
高
干
穂

至熊本市

母子家庭医療助成制度

受給対象者の範囲は児童扶養手当制度とほぼ同じです。

医療費の一部負担金の2/3を助成します。

制度についての詳しいお問い合わせは

役場町民福祉課 福祉係 TEL 2-1111(内 線 130、 131)まで。

タコ足配線をしていませんか?  電気事故防止について

替通!よ

―
●
●
・

●  ●

●  ●
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(17) ■〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり 電話09676-2-1111(担当 田上)

お知 らせのベージ

秋季
」トイゝ
ノヽ
=

競技会場/蘇陽中学校体育館・蘇陽町民体育館
会期/平成11年 10月 24日 (日 ).25日 (月 )
お問い合せ先/蘇陽町教育委員会

TEL 0967-83-11:l

ミニバレー

鶉
競技会場/高森町民体育館・

休暇村南阿蘇テニスコー ト

会期/平成11年 10月 24日 (日 )～ 27日 (水 )
お問い合せ先/高森町国体推進室

丁EL 09676-2-2991

競技会場/白水農村勤労者福祉センター

会期/平成11年 9月 12日 (日 )
お問い合せ先/白水村教育委員会

丁EL 09676-2…9444

剣 道

●自 水 K   U   S U

競技会場/グリーンピア南阿蘇テニスコート
会期/平成11年 10月 24日 (日 )～ 27日 (水 )
お問い合せ先/久木師村役場国体係

丁EL 09676-7-2111

テニス
(成年男子)

|́′

鷺‐
競技会場/ち ょうよう21ツインアリーナ
会期/平成11年 10月 24日 (日 )～ 28日 (木 )
お問い合せ先/長陽村役場国体課

丁EL 09676… 7… 1111

:曇曇:]≡にかも‖出身の皆様へ  広報たかもりからのお願い
■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
や
新
郵
便
番
号

の
間
違
い
な
ど
、
早
め
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
度

（平
成
十
年
度
）

は
二
十
八
万
五
千
五
百
八
十

円
、
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（寄
付
い
た
だ
い
た

方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま

す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
致

し
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

(4)

‐キ

▲
根子岳

たこ足1配線は大変危険ですよ

高森町

蘇蕩町

I Iミ ∵ i=fム 1ム

月 11

毅
甲

ゆゆ
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お知らせのベージ

く
ま
も
と
未
来
国
体
お
も
て

な
し
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

「私
の
笑
顔
、
く
ま
も
と
の
笑
顔
」

全
国
か
ら
い
ら

っ
し
ゃ
る
多
く

の
方
々
を
熊
本
ら
し
い
あ
た
た
か

い
お
も
て
な
し
で
迎
え

る
た
め

に
、
六
月
か
ら
十

一
月
ま
で
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
積
極
的
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い

〈行
動
目
標
〉

◎
自
ら
を
学
ぼ
う
。
【
く
ま
も
と

未
来
国
体
と
ふ
る
さ
と
熊
本
】

◎
熊
本
の
人
情
あ
ふ
れ
る
や
さ
し

さ
あ
た
た
か
さ
を
伝
え
よ
う
。

◎
く
ま
も
と
未
来
国
体
の
観
戦
や

応
援
に
参
加
し
よ
う

く
ま
も
と
未
来
国
体
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、

熊
本
県
国
体
推
進
局

■
０
９
６

・
３
８
３（内
線
７
６
２
３
）

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」
、

「障
害
者
の
日
の
ポ

ス
タ
ー
」
募
集

県
と
総
理
府
で
は
、
障
害
者
に

対
す
る
国
民
の
理
解
の
促
進
を
図

る
た
め
、
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、

心
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
害
の

あ
る
方
と
な
い
方
と
の
交
流
な
ど

を
綴

っ
た
作
文
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
十

二
月
九
日
が
、

「
障
害
者
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
も
併
せ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

熊
本
県
障
害
保
健
福
祉
課

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
１
４
４
）

産
業
開
発
青
年
隊
員
募
集

平
成
十
二
年
度
隊
員
の
第

一
次

募
集
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る

ま
た
は
、
居
住
し
よ
う
と
す
る
ト

八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
心
身

共
に
健
全
な
独
身
の
者

■
募
集
人
員
　
三
十
五
名
程
度

（女
子
を
含
む
）

■
募
集
期
間
　
九
月

一
日
（水
）か
ら

九
月
二
十
四
＝
（金
）ま
で

■
試
験
期
日
　
卜
月

一
日
（金
）

■
試
験
会
場
　
熊
本
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
（城
南
町
舞
原
東

一
九
四
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験

（数
学
、

国
語
、
作
文
）、
面
接
試
験

■
申
し
込
み
先

・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

下
益
城
郡
城
南
町
大
字
沈
目
一　ユハ
ユハ
上し

ＴＥＬ

０

９

６

４

・
２

８

・
６

６

１

１

施
設
使
用
料

障
害
者
の
県
立

の
免
除
制
度

三
、
手
続
き
　
窓
口
で
手
帳
を
提
示

四
、
対
象
施
設

県
営
熊
本
城
プ
ー
ル
、
熊
本
武

道
館
、
青
年
の
家

（天
草
）、
県
立
美

術
館
、
県
民
総
合
運
動
公
園
、
県

営
八
代
運
動
公
園
、
伝
統
工
芸
館
、

県
立
総
合
体
育
館
、
農
業
公
園
、

装
飾
古
墳
館
、
青
少
年
の
家

（あ

し
き
た
）、
総
合
射
撃
場

詳
し
く
は

熊
本
県
障
害
健
康
福
祉
課

■
０
９
６

・
３
６
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
１
４
５
）

無
料
　
交
通
事
故
相
談

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

■
０
９
６

・
３
２
４

・
８
７
４
０

（直
通
）

■
相
談
日

月
～
金
　
午
前
九
時
半
～
十
二
時

午
後

一
時
～
四
時
四
十
分

（祝
祭
日
を
除
く
）

◎
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

つ

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
弁
護
士
相
談
日

毎
週
水
曜
日
午
後

一
時
～
四
時

（予
約
制
、
相
談
無
料
）

社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険
協
会

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
セ
ン
タ
ー

熊
本
市
辛
島
町
八
―
二
三

熊
本
東
京
海
上
ビ
ル
五
階

至-0日町

至
熊
本
市

七
月

一
日
か
ら
障
害
者

の
県
立

施
設
の
使
用
料
等
が
免
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
が
生
き
が
い
の
あ
る
充

実
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
積
極
的

に
社
会
活

動

に
参
加
し
、
交
流
を
広
げ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
自
立
と
社
会
参

加
促
進

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク

レ
ー
シ

ヨ
ン
及
び
文
化
活
動
等

に
参
加
し
や
す

い
社
会
環
境
づ
く

り
を
行
う
も
の
で
す
。

一
、
免
除
対
象
者

障
害
者
及
び
そ
の
介
護
者

＊
障
害
者
と
は
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て

い
る
者

＊
介
護
者
と
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
種
、
療
育
手
帳
Ａ
ｌ
若

し
く
は
Ａ
２
又
は
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
交
付

を

受

け

て

い
る
者

の
介

護

者

（
一
名
に
限
る
）

二
、
免
除
内
容
　
全
額
免
除

国
有
地

〈宅
地
〉
売
払

●  ●

●  ●

rg99
人、光る。

γ
10

ぼるご

■
所
在
地

①
高
森
町
大
字
高
森

一
三
八
五
番
七

②
大
津
町
大
字
大
津

一
四
四

一
番

一

外

一

③
菊
池
市
隈
府
二
八

一
番

一

■
面
積
及
び
地
目

①
５
９
２
．１
６
イ
〈宅
地
・更
地
〉

②
５
３
６
．１
４
面
〈宅
地
・更
地
〉

③
６
３
９
．９
９
，面
〈宅
地
建
物
付
〉

■
入
札
場
所

菊
池
市
隈
府
九
〇
七
番
地

熊
本
森
林
管
理
署
入
札
室

■
入
札
日
時

九
月
二
十
八
日

（火
）
午
前
九
時

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
森
林
管
理
署
業
務
第

一
課

■
０
９
６
８

・
２
５

・
２
１
０
１

ヽ
‐
』
′′́

こ
興
券

一　
　
一

日
証

肥  |
1 後1 
銀

|―
]′

目
|_  _1 至

辛
島公
園

「 ||

L

一産

文
会
館

・

「
―
―
―
―
旦

一花
畑
公

園

一

同

□

一交
通
セ
ン
タ
ー

可
―
―
―

・

　

　

　

　

一

宮
崎
銀
行

一

「
―
―
Ｉ
Ｊ

』
疇
‐」

1 岩 |
1 田 |

上

屋

|

Ｆ

Ｉ
市
民
会
館

一

競技会場/グランドチャンピオンゴルフクラブ
会期/平成11年9月 12日 (日 )・ 13日 (月 )
お問い合せ先/西原村役場国体推進室

TEL 096-279-3111

(16)

ラ

ェ
ン
シ
ン
グ

12世紀頃、ほぼヨーロッパ全土で地位を確立していた騎士であったが、16世紀以降、人

器の登場で剣は攻撃力を失い、接近戦の武器へと生まれ変わるとともに、フェンシングの

原型となるテクニックを編み出していきました。さらにその優雅な挨拶とマナーは、上流

階級での社交的な教養として広がつていきました。しかし、スポーツとして行われるよう

になつたのは、金網のマスクとボタンのついた剣先が考案された1750年以降です。その頃

から、フルーレ、エペ、サープルといつた種目がスポーツとして確立し始めました。

フエンシングには3種目あり、エペは全身全てが有効面で、フルーレは胴体のみが有効。

また、サーフルは大腿上部と胴の間にできた雛の線を結ぶ上半身を、突く .斬るの攻撃が

でき、全ての種目とも相手より、より早く剣でつき、ポイントをとる競技です。

●テニス競技のルーツ

フランスで生まれた手のひらでボールを打ち合う一種のゲームがテニスの始まりで、

貴族的なスポーツとして普及しました。その後、イギリスに渡り、1877年 (明治10年 )

からウィンブル ドン (全英選手権大会)が始まつて、世界各国に普及し、日本には1878
年 (明治11年 )にもたらされたというのが通説です。
テレビなどで放送される世界4大大会 (全英、全米、全仏、全豪大会)では、男子の
サンプラス、アガシ選手や女子のグラフ、ヒンギス選手などのスタープレーヤーがいつ

も会場を沸かせています。

●テニス競技のルール説明

テニスは先に 2セ ット多くとつた方が勝者となり、1セ ツトをとるには、ゲームを 6ゲ
ーム先取しなければなりません。 1ゲームは4ポイント先取制となつています。
ただし、国体では 1セ ットマツチとなり、8ゲーム先取制となります。

・一・　
一　　・一Ｔ′

二

・
ス

剣道は、日本の長い歴史の中で受け継がれ育てられて来た伝統ある武道です。

剣道は、相対する 2人が、防具をつけ、竹刀を持つて、互いに相手の特定の部位を打

ち、あるいは突いて、勝敗を決するものです。(小・中学生には突きは禁止されています。)

剣道の起源は遠く古代までさかのぼりますが、現在の形になつたのは江戸時代の中期

からです。

試合場は、 9～ 1l m四方の広さで、会場に応じて決められます。中央に中央線と、そ

こから●4mの間隔で開始線が設けられています。
剣道の精神は、「武士の日常心がけるべき法」として受け継がれてきましたが、今も

「己を生かし、人を生かす」ための心身の鍛練の基本として、現代人の心の中に培われ

ています。

．
●

　

興

道

現在、ミニバレーボールは、4人制や 5人制など様々な形式で、各地区独自のルール

により、各イベントなどで楽しまれています。

今回のくまもと未来国体においては、4人制男女混合で行われ、45歳以上の部とフリ
ーの部の二種別で開催されます。

主な規則・ルールについて説明します。

■競技中の選手の内訳は、常に男子 2名、女子 2名。

■コー トは、バ ドミントンコートを使用し、サイドラインは外側、エンドラインは内側

の線を使用し、ネットの高さは2m。

■ボールは、必ず 3人の手を経て相手のコートに返し、 1、 2回で返した場合反則。

一
一
一
　
．●
．　

．―
　
　
．

一

●

ヽ
ミ
ニ
バ

レ

ー

西原村では、第54回 国民体育大会における夏季大会の正式競技として初めての第 1回

ゴルフ競技 (成年男子)が開催されます。
大会は、グランドチヤンピオンゴルフクラブを会場に、9月 11日 ～13日 の3日 間で開

催され、全国から約240名 余りの選手・監督が技を競います。

大会を開催するにあたり、村民の方々の英知と総力を結集して、村民総参加のもとに

全国からの参加者をあたたかく迎え、友情の輪を広げるとともに、この「西原村」を全

国に広く紹介したいと考えています。

またこの大会を契機として、今後の村民のスポーツ振興と体力の向上を図り、“活力

ある村"づくりを推進し、「花いつぱい運動」など村民の創意工夫で環境整備と美化運
動を展開し、よりよい郷土づくりを推進して、村民一人ひとりの心身の発展につなげて

いきたいと考えています。

ゴ

‐
　
●
●
●
一
　
　
．●
●
　
　
―
．
―

ル

フ

国体まめ知識

南阿蘇広報統一企画

平成11 年

9月

9月

(5)

県
の
お
知
ら
せ

≡
熊
本
市

●薔1源

☆ 各町村役場

● 競技開催地

白水村

● |

|

___」

長陽村

墨子
〈〓

夏
大

一
一

一
一

▼
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団体まであと/ツ日 <3
0%

みんなの力て団体臓珀 !

一
ツ
‐‐‐‐‐‐‐２４‐

―

．　
　
●
　
　
●
・
　

・●
・
　

・●

　

　

●

□体100日前 いろいろ
たくさんの花でご手目を迎えたい 。●.‐  ‐|,

競技大会森

(成年女子

の
ひ
よ
う
た
ん
作
り
」
・
・
・
ま
た
、

日
　
　
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
誠
意
と
い

■
４

町
国
体
実
行
委
員
会
で
は
、

し

く

吉
同

月2.

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ス

年

二

少

町 テ
η
ッ

ヽ
ノ

子

」Ｋ

女
０
・

日

子
７
′

男

日|
（
Ｕ

見
小
の
子
ど
も
た
ち
と
お
じ
い
ち
や
ん
、
お

国
体
百
日
前

「
一Ｌ
て
ハ

“
■
１

ｌ
Ｌ

ば
あ
ち
や
ん

・
・
・

っ
ば
い
運
動
」

上
色
見
小

で
は
花
を
植
え
育
て
る
こ
と
で

「
い

の
ち
」
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
、
地
域

の
人
と

の
ふ
れ
あ

い
の
中
か
ら
社
会
性
を
育
も
う
と
、
こ

れ
ま
で
も

「
花

い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
国
体

の
年
で
も
あ
り
、
同
校
で
は
選
手

―ヽ１１
を
き
れ

い
な
花
で
迎
え
よ
う
と

の
気
持
ち
を
込

め
て
し
月
卜
五
日
に

「
国
体
花

い
っ
ば

い
運
動
」

を
行

い
ま
し
た
。

午
後
三
時
、
上
色
見
各
地
区

の
お
じ
い
ち

ゃ
ん

た
ち
が
待

つ
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

に
着

い
た
子
ど
も

達
は
、サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花

の
植
え
方
を
習
っ
て
さ

っ
そ
く
作
業
開
始
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち

や

ん
た
ち
と
の
心
の
ふ
れ
あ

い
も
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
前

の
午
前
九
時
か
ら
こ
の
お
じ
い
ち

や
ん
お
ば
あ
ち

や
ん
た
ち

の
老
人
ク
ラ
ブ
根
子
岳

会
で
は
、
六
月
四
日
の
国
体
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（本

誌
先
月
号
に
紹
介
）
に
引
き
続
き
、
国
体

の
た
め

に
育

て
た
約

一
千
本

の
コ
ス
モ
ス
を
町
民
体
育
館

周
辺
に
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
と
少
年
男

五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま

で
熊
本
市
の
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

で
行
わ
れ
た
、
高
校
総
体
の
テ
ニ

ス
で
高
森
高
校
が
、
女
子
団
体
戦

で
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し

た
。
優
勝
し
た
鎮
西
高
校
に
惜
し

く
も
敗
れ
ま
し
た

こ
の
大
会
で
三
年
生
は
退
部
し

ま
し
た
が
同
部
の
元
キ
ャ
プ
テ
ン

●
た
七
月
十
五
日
、

っ
ぱ
い
運
動
」
を
、
そ

高
森
高
機
テ
ニ
ス
部

惜
し
く
も
準
決
勝
で

ま
し
た
ｃ

は 「阿蘇の野

-2111

まヽす

係

んのご応

実行委員会

0 9 6 7 6-2

俳
町　
　
　
　
一可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（野
尻
あ
け
び
句
会
）

梅
雨
寒
に
足
を
か
ば
ひ
て

一
歩
づ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
村
　
鶴
代

老
ひ
の
身
の
少
し
お
く
れ
の
更
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
康
利

種
子
を
蒔
く
鳥
の
合
唱
聞
き
な
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
し
づ
子

懸
命
に
初
め
て
使
ふ
卓
刈
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
つ
子

美
し
く
老
う
事
願
ひ
梅
雨
最
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
尻
　
美
穂

湧
水
の
七
夕
ま
つ
り
夢
の
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
し
づ
枝

母
慕
う
宵
待
草
の
庭
に
作
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
友
た
つ
子

も
う
明
け
る
頃
と
思
ひ
て
夏
の
れ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
尻
　
里
女

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

募をお待ちしてし

県
高
校
総
体
で
　
着
実
に
実
力
を
伸
ば
し

国
体
の
高
森
テ
ニ
ス
競
技
大
会
へ
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る

●
Ⅲ
”
　

絃
Ｈ
　

打江
　

【「
　
　
　
水
無
月
　

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

し
さ
　
果
け
り
や
財
産
狙
は
る
ゝ

ま
す
　
ま
あ
だ
主
人
は
元
気
で
す

し
さ
　
カ
ー
ド
で
渡
世
し
よ
ら
す
が

し
さ
　
学
校
に
派
出
所
の
要
る

か
り
し
て
　
財
布
も
ゴ
ミ
イ
投
げ
込
う
だ

さ
れ
ず
　
売
リ
イ
出
ア
出
た
ら
上
る
株

紙
　
過
保
護
の
ツ
ケ
に
泣
か
さ
る
る

が
り
　
長
靴
も
居
る
草
野
球

か
り
し
て
　
レ
ジ
は
通
ら
ず
き
や
あ
戻
り

紙
　
や
っ
ぱ
寸
借
詫
び
て
あ
る

が
り
　
あ
や
め
に
光
る
露
の
玉

し
さ
　
鬼
門
に
は
も
が
わ
ん
が
え
え

恐 雨 置 う 雨 置 待 う 恐 恐 違 恐
ろ あ 手 つ あ 手 ち つ ろ ろ い ろ

浦 佐 堀 佐
塚 藤 田 伯

南 重 蘇 文
天 信 仙 雄

敗
れ
る

古
澤
理
恵
さ
ん

（三
年
生
）
は
三

年
間
を
振
り
返
っ
て

「
み
ん
な
で

一
つ
に
な
り
ど
の
学
校
に
も
負
け

な
い
気
持
ち
で

一
戦

一
戦
、
戦
い

抜
き
ま
し
た
。
苦
し
く
て
も
弱
気

に
な
ろ
う
と
し
た
と
き
も
、
自
分

に
自
信
を
待
た
せ
、
最
後
ま
で
あ

さ
ら
め
る
こ
と
な
く
戦
う
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
も
、
自
分
の
事
よ
り

私
た
ち
の
こ
と
を

一
番
に
考
え
て

く
れ
た
先
生
や
後
ろ
か
ら
支
え
て

く
れ
た
後
輩
や
地
域
の
み
な
さ
ん

た
ち
の
お
陰
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
後

輩
が
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な

つ
て

く
れ
た
ら
最
高
で
す
。
試
合
よ
り

厳
し
い
練
習
を
続
け
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
が
最
高
の
思
い
出
ご
と

自
信
に
満
ち
た
表
情
で
感
想
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

pOE7:RyPAGE

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

渡
辺
　
雲
海

上
井
加
根
女

岡
本
　
琴
司

松
野
　
笑
声

林
田

　

一
声
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催

毎年、 6月 の第 41ヨ曜 Fl lF‐‐iり |:l催 される「はなしのぶコンサート」コ

ンサートを聴く側からあなたも参加する側にまわうてみませんか。
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1999高森国体

高
森
町

・
国
体
推
進
室
　
阿
蘇
郡
高
森
町
上
色
見
２
８
１
３
　
高
森
町
民
体
育
館
内

電
　
一詰
　
２

・
２
９
９
ｌ
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２

・
０
９
８
７

競技本部合同会議)7月 14日 (

リレー説明会・練習会

高森高校・高森中

7月 27日 (大)午前10時

高森町民体育館

◆国体協議会 (高森・久木野・県

競技本部含同会議)7月 29日 (本 )

熊本市国際交流会館

◆国体協議会 (高森・久木野・県

競技本部含同会議)8月 ll

高森町民体育館

◆矩火リレー説明会 ,

草部中・高森東中

競技本部合同会議)8月 25日 (水 )

久木野村役場

◆国体運営補助金申請

8月 31日 (大 )

8月 12日 (本 )

練習会

車部中学校

◆実施本部策定

月中旬まで

・久木野・県

月 5日 (木 )

作業・運営、競技

要項策定作業等の

な
の
ひ
ろ
ば

郡
中
体
連
夏
季
大
会
各
競
技
で
健
闘

七
月
三
日
、
四
日
、
阿
蘇
郡
中
体
連
夏
季
大
会
が
部
内

一
円
で
開
催
さ

れ
、
町
内

の
中
学
校
か
ら
も
多
く

の
選
手
が
出
場
し
、
各
競
技

に
健
闘
し

ま
し
た
。

サ
ツ
カ
ー
で
は
高
森
中
学
校
が
優
勝
し
、
柔
道
個
人

の
部
五
十
五
十
口
級

で
三
井
大
徳
君
、
剣
道
二
年
の
部
で
安
方
裕
二
君
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
十
三
日
に
水
前
寺
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
県
陸
上
選
手

権
二
百
メ
ー
ト

ル
で
熊
谷
栄
起
君
が
全
国
標
準
記
録
を
上
回
り
優
勝
し
、

八
月
に
富
山
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一計
中
億
蓮
菫
季
大
会
結
果

（三
位
‐まで
の
入
〓
〓
一
一

ブ
ー
ん
聞
き
に

ヤ
マ
メ
の
つ
が
み
取
り

六
月
五
日
、
高
森
東
小
学
校

（
那
須
哲
憲
校
長
）
で
プ
ト
ル
開

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
冷
た
め
の
水

に
全
児
童
が
ヤ

マ
メ
の
つ
か
み
取
り
を
し
な
が

ら
楽
し
く
水
と
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
水
と
慣
れ
親
し
ん
で
楽
し

い
プ
ー
ル
授
業

に
な
る
よ
う
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

学
校
近
く
の
川
で
は
八
月
に

は
ヤ

マ
メ
の
釣
り
大
会
も
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
子
ど
も
た
ち
は
、

ヤ

マ
メ
は
手
慣
れ
た
も

の
。
生

き
の
い
い
ヤ

マ
メ
に
児
童
は
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
上
手

に
つ

か
み
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
遊
び

な
が
ら
水
と
親
し
め
る
小
さ
な

学
校
な
ら
で
は
の
プ
ー
ル
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

町

職

員

・
・
・

国

体

百

日

前

「ク
リ
ー
ン
作
戦
」

町
内
の
国
道
、
県
道
、
町
道
な
ど
の

ゴ
ミ
や
空
き
缶
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
は
、
色
々
な
団
体
や
学
校
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
は

一
向
に
無
く
な

り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
や
牢
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
は
心
を
捨

て
る

こ
と

と

同

じ

こ

絶
対

に
や
め
ま
し
よ
う

優

勝
三
位

準
優
勝
　
ソ
フ
ト

柔
道
卓
球
女
子
団
体

男
子
バ
レ
ー

書分野の力を結集して目広成功ノ
サ
ツ
カ
ー
　
　
　
　
（高
森
中
）

柔
道
　
個
人
五
十
五
キ
ロ級
　
　
　
一三
井

剣
道
　
二
年
　
　
　
　
　
　
　
安
方

空
手
　
女
子

「型
」
の
部

　

　

立
山

卓
球
個
人
の
部

柔
道
　
個
人
七
十
五
キ
ロ級

剣
道
　
一
年

空
手
　
女
子

「型
」
の
部

柔
道
　
個
人
七
十
五
キ
ョ級

空
手
　
男
子

「型
」
の
部

空
手
　
女
子

「型
」
の
部

剣
道

　

一
年

卓
球
個
人
の
部

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

菫

螢

量

鰺

饉

螢

饉

豊

●

●

●

螢

傷

０

（高
森
中
）

（高
森
中
）

（草
部
中
）

（高
森
東
中
）

野

尻

地

区

愛

瓢

会

・
・
・
・
・　
　
国
体
選
手
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ま
ご
こ
ろ
込
め
て

「ひ
よ
う
た
ん
作
り
」
始
ま
る

ま
ち
お
こ
し
の

一
つ
と
し
て
、
ひ
よ
う
た
ん
を
使

っ
た
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い
る

「
野
尻
地
区

愛
瓢
会
」
（本
誌
十
年
十
二
月
号
で
紹
介
）
の
皆
さ

ん
は
、
十
月
に
町
を
訪
れ
る
国
体
テ
ニ
ス
選
手
二

百
四
人
に
ひ
よ
う
た
ん
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
、

磨
き
作
業
や
絵
付
け
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
ひ
と

つ

一
つ
手
作
業
で
作
ら
れ
る
贈
り
物
は
、
選
手
団

か
ら
喜
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
協
力
あ
り
が

拾つても拾うても

とえな|こたくさんの
空
=筆
やゴ講 ・ |■

文
彦 学

立 本 藤 佐
山 津 川 藤

詠 京 朋 文

町道を清掃する旭通区のみなさん .. 国道 325号 バイバスを清掃する高森高校のみなさん

まちや学校・園などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり)

平 佐 桐
井 藤 原
め
ぐ
み

植
田
　
雄
貴

武
田
　
福
栄

（高
森
中
二
年
）

（高
森
中

一
年
）

（高
森
中
二
年
）

（高
森
中

一
年
）

（草
部
中
三
年
）

大
徳
裕
二
詩
子

（高
森
中
三
年
）

（高
森
中
二
年
）

（高
森
中
三
年
）

香

（草
部
中
三
年
）

也

（高
森
中
二
年
）

三

（高
森
中

一
年
）

子

（高
森
中

一
年
）

■
　
基
　
　
．

一
　
亀

●  ●

●  ●
伊
達
公
子
と
テ
ニ
ス
で
あ
そ
ぼ

カ
モ
ン
ー
キ
ツ
ズ
テ
ニ
ス

世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
た
、
元

プ

ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
の
伊
達
公

子
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
に
テ
ニ
ス

の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と

六
月
二
十
日
（
日
）
、
パ
ー
ク
ド
ー

ム
熊
本
で
『
伊
達
公
子
と
あ
そ
ぼ

カ
モ
ン
ー
キ
ツ
ズ
テ
ニ
ス
』
を
行

い
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
低
学
年

の
子
ど
も
た
ち
二
四
〇
名
が
参
加

し
、
や
さ
し
さ
た

つ
ぷ
り
の
指
導

が
行
わ
れ
、
将
来
、
伊
達
さ
ん
を

追
い
越
す
よ
う
な
選
手
が
熊
本
か

ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
「
く
ま
も
と
未
来
国

体
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

ボ
フ

ぼ手
つ イ

1任:″

い
あ

各
地
で
清
掃

ご
苦
労
さ
ん
で
し
た

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

七
月
十
七
日
午
前
、
高
森
高
校

の
三
百
名
の
生
徒

・
教
職
員
の
皆

さ
ん
が
バ
イ
パ
ス
周
辺
や
湧
水
ト

ン
ネ
ル
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
校
が
毎
年
取
り
組
ん

で
い
る

「
青
少
年

一
日

一
汗
運
動
」

で
、
地
域
社
会
で
の
奉
仕
活
動
を

通
し
て
自
分
の
役
割
と
責
任
を
認

識
し
、
誇
り
を
持

っ
て
何
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
精
神
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
心
を
社
会
人
と
な

つ
て
か
ら

も
忘
れ
ず
持
ち
続
け
て
欲
し
い
で

す
。ま
た
、
各
地
域
で
道
の
草
切
り

や
清
掃
、
お
宮
や
神
社
周
辺
の
清

掃
、
公
的
施
設
の
ト
イ
レ
や
駅
周

辺
の
清
掃
等
々
多
く
の
地
域
や
老

人
会
な
ど
の
組
織
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
す

つ
か
り
さ
れ

い
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
国
体
の
年
、
秋
の
国
体

前
に
は
何
か
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

お
願

い
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か

と
思
い
い
ま
す
が
な
に
と
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多
く

の
訪
間
者

に
美
し

い
町
、

高
森
を
と
く
と
見
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

は
か
り
の
定
期
検
・」にニユ

施 と

―」…

9
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滞
＼
計馘
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一一燻
鸞
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を
受
け
ず
合
格
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
一●

定
期
検
査
ｔ
合
格
し
た
は
か
り
に

は
合
格
証
が
賠
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
左
記
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
該
当
日
時
に
計
量
器
を

持
参
の
う
え
、
検
査
を
受
け
て
下
さ

い
。
（印
鑑
、
手
数
料
が
必
要
で
す
「）

■
日
時
＾
場
所

★
草
部
地
区
　
九
月
八
日

（水
）

十
時
三
十
分
～
十
二
時

車
部
出
張
所

★
野
尻
地
区
　
九
月
八
日

（水
）

十
三
時
二
十
分
～
十
五
時

野
尻
林
業
セ
ン
タ

ーーー‐‐

☆
高
森

・
色
見
地
区

九
月
九
日

（水
）

十
時
～
十
五
時
　
　
●
●

一
●
一
●
●
●
―
　
　
　
　
　
　
　
一
―
●
一
．

●
琳
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
商
工
観
光
課
　
　
　
　
一

ＩＬ
２
●
１
１
１‐‐‐
■
（内
線
１
５
７
）

揚不コ])鸞
.‐■
'F■

‐‐‐‐‐‐1轟Jl.  ― ‐‐
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』
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この社会あなたの務が生きてιlる

m

平
成
十

一
年
第
二
回
臨
時
会

七
月
二
十
六
日

議
決
さ
れ
た
も
の

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

大
字
草
部
地
内
の
社
倉

・
蔵
地

線
三
工
区
道
路
改
良
工
事
、
施
工

延
長
五
五
八

・
五
メ
ー
ト
ル
の
契

約
締
結
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。

特
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
は
、
消
費
者
か
ら
の

「預
り
金
」

と
も
い
え
る
税
金
で
す
か
ら
、
日

ご
ろ
か
ら
納
税
の
た
め
の
資
金
手

当
や
納
付
の
期
限
に
十
分
注
意
し
、

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
本
税
の
ほ
か
、
延
滞
税
も
併
せ

て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

売
掛
金
、
預
金
、
不
動
産
等
の
財

産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
売
掛
金
等
の
差
押
え

を
受
け
ま
す
と
大
事
な
取
引
先
か

ら
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

期

限
内

に
納

付

で
き
な

い
事

情

が
あ

る
場
合

に
は
、
お
早

め

に
税
務

署

に

ご

相
談
下
さ
い
。

七
月

一
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
交
通
安
全
協
会

の
各
支

部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
町
交
通
指

導
員
十
七
名

（
男
性
十
六
名
、

女
性

一
名
）
に
辞
令
の
交
付
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（任
期
四
年
）

交
通
指
導
員
さ
ん
の
職
務
は

毎
月
の
交
通
安
全
の
日
や
春
夏

秋
冬
の
安
全
旬
間
の
街
頭
指
導
、

各
種
交
通
安
全
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
、
交
通

教
育
等
々
、
町
の
様
々
な
場
面

●

財
産
を
相
続
し
た
と
き

財
産
を
相
続
や
遺
贈

（遺
言
に

よ

っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ

つ
て
も
ら
つ
た
場
合
に
は
、
相
続

税
が
か
か
り
ま
す
。

相
続
税
は
、
遺
産
の
総
額
か
ら

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
債
務
や
葬
式

費
用
な
ど
を
差
し
引
い
た

「
正
味

の
遺
産
額
」
が
、
基
礎
控
除
額
を

超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

基
礎
控
除
額
は
、
五
千
万
円
と
、

一
千
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を

掛
け
た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。

例
え
ば
、
法
定
相
続
人
が
、
妻
と

子
ど
も
二
人
の
合
計
三
人
の
場
合
、

基
礎
控
除
額
は
、
五
千
万
円
と
、

一
千
万
円

×
三
人
の
合
計
八
千
万

円
と
な
り
ま
す
の
で
正
味
の
遺
産

額
が
八
千
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
、

相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

相
続
税

や

消
費

税
及

び

地

方
消
費
税

な

ど

の
納
税

に

つ
い
て
お

分

か
り

に
く

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽

に
阿
蘇
税
務
署
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

■
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

全
世
界
で
爆
発
的
勢

い
で
膨
れ

上
が
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。

高
森

に
も
た
く
さ
ん
の
愛
好
者

が
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
趣
味

の
分

野
の
域
を
脱
し
て
い
な

い
と

い
う

感
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
は
着
実
に
私
た
ち
の
生
活

の

中

に
確
固
た
る
地
位
を
築
き

つ
つ

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
高
森
町
の
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
家

が
集
ま
り
、

こ
の
度

「
は
な
の
し
の
ぶ
倶
楽
部
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
を
利
用
し
て
の
感

じ
た
こ
と
や
疑
間
、
失
敗
談
な
ど

話
し
合
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

倶
楽
部
の
名
称
に
は
こ
の
季
節

の
高
森
を
代
表
す
る
花

「
ハ
ナ
シ

ノ
ブ
」
よ
り
名
前
を
拝
借
し
、
今

後
の
活
動
と
し
て
親
睦
会
を
定
期

的
に
開
き
、
本
年
の
く
ま
も
と
未

来
国
体
を
盛
り
上
げ
る
べ
き
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
に
行
わ
れ
る
町
の
文
化

祭
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
展
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

遅
蒔
き
な
が
ら
、
高
森
に
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
波
が
押
し
寄
せ

て
き
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、

た
く
さ
ん
の
愛
好
家
が
町
内
に
は

い
ら

っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

役
場
　
税
務
課
　
白
石

一
弘

ＩＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
９
）

ま
た
は
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

∽””
「

Ｕ^
０
０
コ守
く
０
「Φ
∽
９
０
０
ョ

＝

輌

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

■
一
一
　

期‐限
内
納
付

馬
原
恵
美
子

（初
）

第

一

日

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
や

製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
営
ん

で
お
ら
れ
る
個
人
の
方
が
、
そ
の

所
得
に
応
じ
て
納
め
る
税
金
で
、

税
額
を

一
期
、
二
期
に
分
け
て
納

め
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
（税

額
が

一
万
円
以
下
の
場
合
は

一
期

の
み
）
第

一
期
分
の
納
税
通
知
書
が
県

事
務
所
か
ら
八
月
初
め
に
発
送
さ

れ
ま
す
。
納
期
限
は
八
月
二
十

一

日
で
す
。
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便

局
、
農
協
等
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
県
事
務
所
税
務
課
の
窓
口
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
電
気
料
金
や
水
道
料
金

の
よ
う
に
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
座

振
替
を
利
用
さ
れ
た
い
方
は
、
お

気
軽
に
県
事
務
所
税
務
課
、
ま
た

は
金
融
機
関
窓
口
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
の
こ
と
で
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
熊
本
県
阿
蘇
事
務
所
税
務

課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
０
９
６
７
・２
２
・１
１
１
１

Cこ3

八
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（四
期
）

口
固
定
資
産
税

（二
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（八
月
三
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

7bwn 1納σ
憑 υ

(1■)'

● 交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式

町
の
交
通
安
全
指
導
に

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す

で
交
通
安
全

の
指
導
を
行

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

か
ら
交

通
教
育
を
主
と
す

る
女
性
交
通

指
導
員
四
名

（
今
回

一
名
辞
令

交
付

）
が
誕
生
し
、
保
育
園

や

学
校
、
老
人
会
な
ど

の
交
通
教

育
等

に

一
役
買

っ
て

い
た
だ
け

る
こ
と
で
し
よ
う
。

交
通
事
故

の
な

い
明

る

い
町

で
あ

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

高
森
町
交
通
指
導
員

（敬
称
略
）

□
高
森
地
区
　
大
塚
弘
倫
、
岩
下

利
博
、
馬
原
孝

一
、杉
田
富
雄
、
岩

田
秋
広
、岩
下
公
治
、甲
斐
利
男
、

小
林
正

一
、
宇
藤
敬

（初
）

□
色
見
地
区
　
檎
本
野
幸
男
、
岩

下
清
（初
）

□
車
部
地
区
　
江
藤
明
徳
、甲
斐

直
三
、本
田
英
明

□
野
尻
地
区
　
伊
東
義
昭
、
田
上

七
十
三

□
女
性
指
導
員
　
川
部
孝
子
、
沼

田
洋
子
、後
藤
千
穂
（以
上
三
名
は

四

月

一
日

付

辞

令

交

付

済

）

高
森
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
ク
ラ
ブ

「
は
な
し
の
ぶ
倶
楽
部
」

辞令交付式後、高森警察署交通係右藤主任を講師に街頭
指導のやり方などの講義を受けました。

から国民年金受給者の声を掲載いたします。第 1回目は

クラブ連合会長の林さんに登場していただきました。 ●  ●
今回

老人

老後に充実した生活を営むには、心身ともに健康が一番です。ただ、現在ほど動

くほどにお金がいる時代となればお金がなければ何もできません。あるのとないの

では大きな違いがあり、生産の世代を過ぎた私たちには、働いてお金を生み出すこ

とは不可能に近いものがあります。

今回取材を受けるまでにも家族に話していたんですが、私は農業をしていた関係

で農業者年金からもらいはじめ、現在、国民年金ももらつています。その時々でず

いぶん助かりました。私には子どもが5人おりまして、どこも一緒でしょうが子ども
の成長期にはお金が掛かり、一時期年金も払えない時期もありました。しかし、役

場から「今大変でしようが、今頑張られればきっといい老後が迎えられますよ。」と

の一言で一念発起し、がむしやらに仕事して、何とか納めてきました。田舎暮らし

には、当然のことながら仁義こともありますし、老人クラブ、グランドゴルフ、さ

らには病院にも行かねばなりません。孫にもいい顔をしなくちゃなりません。「あの

時頑張つててよかつた。」とつこの年になって実感しております。

最近、マスコミ等の年金報道が盛んになっており、若者の年金離れ等が報じであ

りますが、私が思いますには「自分がかわいいならかわいいほど、必ず義務を果た

すべき」でしよう。人並みのことをして人並みの保障をうける当たり前のことです。

昔と違い金がない時代ではないのですから。

「ご活躍の影に

年金が1

林成男さん(73歳 )上在 誕
生

(13) (8)
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交
通
安
全

子
ど
も
自
転
車

高
森
小
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
　
　
県
大
会
に
代
表
と
し
て
出

七
月
三
日
の
土
曜
日
、
今
年
も
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車

大
会
が
高
森
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
交

通
安
全

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
阿
蘇
南

部
地
区
交
通
安
全
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
高
森
小
Ａ

・

Ｂ
チ
ー
ム
、
上
色
見
小
Ａ

・
Ｂ
チ
ー
ム
の
計
４
チ
ー
ム
、
二

十
二
名
が
出
場
。

Ｓ
字
や
８
の
字

コ
ー
ス
、　
一
本
橋
走
行
な
ど
の
難
し
い
実

技
競
技
と
学
科
テ
ス
ト
に
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
み
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
、
楽
し
い
、
夏
休
み
。
夏
休
み
ぐ

ら
い
は
思
い
っ
き
り
外
で
遊
ば
せ
た
い
も
の
で
す
ね
。
ウ
キ

ウ
キ
気
分
の
影
に
は
気
の
ゆ
る
み
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
規
則

正
し
い
生
活
と
交
通
安
全
に
気
を

つ
け
て
、
猛
暑
の
夏
を
元

気
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

6年に環境美化条例が制定され啓発推進を行つてきましたが、いまだに不法投棄、ポイ捨

てが町内各地で見受けられます。町でも片づけや防護棚の設置など本来なら不必要な予算を計上

しなければなりません。自分たちの町はきれいな方が当然いいものです。
1今一度、美しい町たかもりを取り戻し次世代へ美しい自然で残したいものです。
あなた、一人ひとりが監視人。不法投棄を見かけたら警察、役場、保健所等にご連絡ください。

全問正解を目指し学科テス ト

●●
大

会

‐‐結
果

．

■
団
体

▽
優
勝

▽
二
位

▽
三
位

優
勝
し
た
高
森
小
Ａ
チ
ー
ム
。
阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安

全
協
会
代
表
と
し
て
、
七
月
二
十
三
日
熊
本
市
体
育
館

で
行
わ
れ
た
県
大
会
に
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

●
．　
．●
．　
●
一
　
●

の
部高
森
小
Ａ

上
色
見
小
Ａ

上
色
見
小
Ｂ

■
個
人
の
部

▽
優
勝

荒

牧

屯貝
久

（高
森
小
Ａ
）

▽
二
位

楢
本
野
あ
ゆ
み

（上
色
見
小
Ａ
）

▽

二
位

後

藤

由

衣

（Ｌ
色
見
小
Ｂ
）

こ
れ
ら
の
写
真
は
町
内
の
山
林
や
河
川
等
に
大
量
に
不

法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
山
で
す
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
や
パ
イ
プ
、
家
電
製
品

等
々
さ
ま
ざ
ま
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
よ
そ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
ば
か

り
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

罰
則

不
法
投
棄
し
た
者

個
人

三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

一〇
〇
０
万
円
以
下
の
罰
金

（法
第
二
五
条
）

法
人
　
一
億
円
以
下
の
罰
金

（法
第
二
〇
条
）

●
第4回 カリスベル市
脈鱈研修生洪 (

‐_||・

町教育委員会で募集 したアメ ・ ■

リカ・モンタナ州カリスペル市へのホー
・:

ムステイ研修参加者が決まりました。

これは中・高校生 ・一般を対象 とした海外派遣研

修事業で、応募者の中から厳正なる抽選を行い、次

の方たちの参加が決定しました。

ホームステイ参加者は 8月 5日 に出発し、 19日 に

帰国。研修の詳 しい内容は本誌で も紹介予定です。

∩
∠

一一一一一一一一一一

．

　

　

　

　

　

一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

勝木 麻矢  高森中 1年生
立山 詠子  高森中 1年生

(9)
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第 9回 南「3]蘇中学生海外研 11多(大韓民国 )
8月 20日に出発

近年の 1生界情勢の目まぐるしく変化するなか、 ||

本の世界に対する役割は増大 しています。そこで中

学生の海外研修を通 じて集団生活や異文化、人情等

を直接体験することにより、 1[L界に貢 1献 しうる人材

育成を |1的 に阿蘇南部六カ町村で実施する中学校海

外研修の中学生23名 、 リーダー6名 が決定 しました。

(研修は8月 20日 から2411ま での 4泊 511)

研 11多参加者 (高森関係者分 )

リーダー研修者

井 佐織   (高森町教育委員会臨時職員)

高森中

中学生研修者

高森東中

匿懸吻踵憑顆囃y
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1.免許更新受付時間のお知らせ
(免許センター及び高森警察署 )

★注意

免許センターと高森警察署の受付は上記一覧表の通 りですが、受付

時間が違いますので郵送されてくるハガキをよく確認してください。

2.高森警察署管内の人身事故 7月 8日現在

81.8% ●  ●
75.2%

キ
キ

沐

(運転席の着用

着円日本一運動

内シー トベル ト

査結果  6月 24日

した者の率 )

妊
婦
さ
ん
た
い
へ
ん
だ
′

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？
子
ど
も
た
ち
は
夏

休
み
真
最
中
で
宿
題
、
部
活
、
そ

れ
に
遊
び
と
大
忙
し
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
町
で
は
子
ど
も
が
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
に

い
る
と
き
か
ら
、
生
涯
を
通
じ
た

健
康
が
獲
得
で
き
る
よ
う
に
と
妊

婦
さ
ん
を
対
象
と
し
た
マ
タ
ニ
テ

イ
歯
科

・
料
理
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
は
お
腹

の
中
に
い
る
と
き
か
ら
夫
婦
２
人

の
人
生
の
最
も
大
き
な
仕
事
と
い

う
こ
と
で
お
父
さ
ん
に
も
妊
婦
さ

ん
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
夫
婦

学
級
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

人
間
は
胎
内
に
い
る
と
き
か
ら

母
胎
の
周
囲
環
境
に
よ
つ
て
心
身

共
に
様
々
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

そ
し
て
産
声
を
上
げ
る
と
同
時
に

社
会
の

一
員
と
し
て
母
親
だ
け
で

な
く
、
そ
の
子
を
取
り
囲
む
す
べ

て
の
も
の
か
ら
影
響
を
受
け
、
す

く
す
く
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
妊
婦
、
出
産
を
安

心
し
て
過
ご
せ
な
か
つ
た
。
子
育

て
を
楽
し
く
で
き
な
い
と
い
う
人

の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

幼
児
、
学
童
期
の
親
子
の
関
わ

り
、
幼
児
学
童
期
体
験
は
そ
の
後

の
人
間
形
成
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。
い
つ
か
親
元
か
ら
巣
立

っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
と
き
に
し

つ
か
り
自
分
の
手
と
足
で
、
道
を

切
り
開
い
て
い
け
る
力
が
あ
る
か

ど
う
か
は
、
そ
れ
ま
で
そ
の
子
を

育

て
た
社
会
で
あ
り
学
校
で
あ

り
、
家
庭
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

「夫
婦
」
「親
子
」
「
兄
弟
姉
妹
」

そ
し
て

「地
域
」
で
ど
ん
な
ふ
れ

あ
い
が
あ
り
ま
す
か
？
子
ど
も
は

こ
う
し
た
ふ
れ
あ
い
の
中
で
人
と

し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

夏
休
み

「
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ

に
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
、
日
々
の
学
校
生
活
か
ら
少

し
離
れ
、
開
放
感
で
あ
ふ
れ
て
い

子
ど
も
た
ち
を
も
う

一
度
し
っ

り
見

つ
め
直
し
て
見
て
下
さ

。
普
段
で
は
見
え
な
か
つ
た

一

が
見
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

高森署管

着用率調

高森町  8 9.3%
蘇陽町 85.3%
白水村  90.6%
長陽村

久木野村

よ 面 い か る
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遊
ぶ
と
き
の
注
意

一　

一化
火
は
大
薬
を
使

っ
て
い
ま
す
。

危
険
で
す
か
ら
正
し
く
使
う
。

二
　
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
ケ
ツ
ト
に
入
れ
た
り

し
な
い
。

三
　
一化
大
を
人
や
家
に
向
け
た
り
燃
え
や
す
い
物
の

そ
ば
で
遊
ば
な
い
。

四
　
た
く
さ
ん
の
花
火
に

一
度
に
大
を

つ
け
な
い
。

正
し
い
位
置
に
点
火
す
る
。

五
　
筒
物
花
火
は
筒
の
中
を
の
ぞ
か
な
い
。

六
　
風
の
強
い
時
は
花
火
遊
び
は
し
な
い
。

七
　
衣
服
に
人
が

つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

八
　
水
を
用
意
し
て
あ
と
か
た
ず
け
を
必
ず
す
る
。

ヨFしく鮮って多驚しい花火

(11)

日

場 所 曜  日

平 日(月～金)
運転免許センター

(即 日交付)

高森警察署

(後日交付)

平 日
(月～金)

及び

日  曜

☆8:30～ 9:30
13100～ 14:00

☆ 9:30～ 11:30
13:00～ 16:30

受 付 時 間

前年比 +27 前年比 +4 前年比 +46

件  数 死  者 傷  者
87 4 147

(10)
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□材料

いわし小4尾、小麦
粉大さじ1、 マーガリ
ン小さじ1、 トマ ト1
個、タマネギ

=個
、

ビーマン1個、ジャガ

イモ小1個、塩・こし

ょう各小さじ

=、

と

ろけるチーズ800、

マヨネーズ大さじ2、

牛了し大さじ2

□作り方

①いわしを手開きにして、頭や目を取る。よく
洗い水気をふき取つておく。 ②―□大に切り、
小麦粉をまぶす。 ③マーガリンを熱しいわし
を両面燒く。
④トマト、タマネギ、ピーマンは薄切り。ジャ
ガイモは輪切りにしてゆでておく。 ⑤フライ
バンに薄く油を31き、ジャガイモ、タマネギ、
トマト、いわし、ピーマンの順に重ね、塩、こ
しょうをふり混ぜ含わせたマヨネーズと牛乳と
チーズを乗せて焼き、出来上がり。
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1人分の栄養価
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夏は暑 さと湿度の高さのために、食欲がなくなつた り、体がだる

くなったりします。また、夏休みに入ると、夜更かしや朝寝坊など

で生活のリズムがくずれやすくなります。この状態が続くと、夏バ

テになつてしまいます。夏バテしないためには規則正しい生活をす

ることです。そして、夏休みには新メニユーを発見する大チャンス

です。親子でいろんな料理にチヤレンジしてみましよう。

◆料理をする前の約束

①手を洗つてエプロンをしよう ～石鹸をつけてきれいにあらうの
長い髪はまとめておく。

②正確にはかろう ～大さじ、小さじをきちんと使おう。
③ぬれた手は危険! ～ぬれた手でコンセントを触ると感電する

ことがあるので、手はよく拭いてから。

④包丁はネコの手で ～ネコのように指先を内側に人れておくと安
全です。

⑤後かたづけはきちんと ～食べた後は、使った食|:津や道具をきち
んと洗って片付けよう。
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